
 

 

「自由と民主主義の危機」 
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有名な「人民の、人民による、人民のための政治」を唱えたのはアメリカ合衆国第１６

代大統領エイブラハム・リンカーンだ。この言葉は民主主義の根幹を端的に表現した

名言だと思う。 

 自由民主主義は、自由、公正、平等など普遍的価値を標榜したものであると言われ

ているが、貧富の格差・人種差別・宗教の相違等で紛争が絶えない状況が続いてい

る。アフガニスタンやシリアでの内戦も収束のめども立っていない中、昨年来中国の香

港での民主化運動指導者の逮捕・弾圧が強化され、新疆ウイグル自治区での強制労

働や虐待などの報道が後を絶たない。 

また、今年に入って２月１日ミャンマーではアウン・サン・スー・チー氏が率いる政党が

総選挙で圧倒的勝利を収めたのに対して、国軍がクーデターを起こしそれに抗議する

デモ隊に警察や国軍が発砲。２５０人以上が犠牲となっている。 

国を守るための国軍が国民に対して銃口を突きつけ弾圧する姿は民主主義の目指す

価値観と大きな乖離が見られる。 

 ３月１８、１９両日バイデン政権になってから初めての米中外交トップ会談がアラスカの

アンカレッジで開催された。 

冒頭、アメリカのブリンケン国務長官は通常報道陣は会談の参加者が挨拶を交わした

後、退席するのが一般的だが報道陣の退出を止めて「中国の新疆ウイグル自治区、香

港、台湾、米国に対するサイバー攻撃、同盟国への経済的な強制行為などの懸念」を

述べた。米国や同盟国が世界秩序を保つために抱いている中国への懸念を、報道陣

を前にして率直に語り発言の内容を世界に発信されることを狙ったものと思われる。 

これに対して中国外交トップの楊潔篪(ヤン・ジエチー)共産党政治局員は「米国の指

摘は誤っている、事の多くは内政干渉に当たるもので中国には中国の民主主義が有り

米国民の多くは人種差別や米国流の民主主義を信頼していない」とカメラの前で長時

間に亘ってまくし立てた。 

米中間の溝が深く一筋縄では解決に向かいそうもないとの困難な道のりを印象づけ

た形となった。 

中国が香港問題や台湾問題について一歩も譲歩しない姿勢を崩すことがないとす

れば日本の置かれた立場も微妙なものとなってくる。中国は人的交流も貿易額の上で

も最も重要な国の一つである。 

一方で中国では軍事費が急拡大しており、尖閣列島付近にも連日艦隊を送り込ん

でいる。日米同盟をより強固なものにするとともに、独自の防衛力強化も欠かせないも

のとなってくる。何よりも世界平和のために対話による問題解決を目指すと共に自由と

民主主義が世界規模で機能するように尽力すべきである。 

 



                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勘違いしてはならない、自制心という言葉を知っているだけで、なにがしか自制で

きているわけではない。自制は、自分が現実におこなうそのもののことだ。 

 一日に一つ、なにか小さなことを断念する。最低でもそのくらいのことが容易にでき

ないと、自制心があるということにはならない。 

 また、小さな事柄に関して自制できないと、大きな事柄に関して上手に自制して成

功できるはずもない。 

 自制できるということは、自分をコントロールできるということだ。自分の中に巣くう欲

望を自分で制御する、欲望のいいなりになったりせず、自分がちゃんと自分の行動の

主人になる、ということだ。 

【漂泊者とその影】 

 

いつもの自分の生活や仕事の中で、ふと振り返ったり、遠くを眺めた時に、山々や

森林の連なりやはるかなる水平線や地平線といった、確固たる安定した線を持って

いることはとてもたいせつなことだ。 

 それらは単なる見慣れた風景に過ぎないかもしれない。けれども、その風景の中に

あるしっかりと安定した線が、人間の内面に落ち着きや充足、安堵や深い信頼という

ものを与えてくれるからだ。 

 誰でもそのことを本能的に知っているから、窓からの風景を重視したり、セカンドハウ

スの場所を自然に近いところに選んでいるのだ。 

【人間的な、あまりに人間的な】 

 

悪とは何か。人をはずかしめることだ。 

  最も人間的なことは何か。どんな人にも恥ずかしい思いをさせないことだ。 

  そして、人が得る自由とは何か。 

どんな行為をしても、自分に恥じない状態になることだ。 

【悦ばしき知識】 

 

自分の主人となれ 

風景が心に与えるもの 

人間的な善と悪 

ニーチェの言葉 

ニーチェの言葉 

ニーチェの言葉 



       
ウィリアム・シェイクスピア（イングランドの劇作家・詩人）          

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

オススメの BOOK   

 

「赤いモレスキンの女」              

著者 アントワーヌ・ローラン  発行 新潮クレスト・ブックス 

 

 

    

 

            

 

 

 

 

      

 
 

１５６４年４月２６日  

 

 

１５８２年１１月２９日  

１５９２年３月３日  

１５９４年頃     

 

１６１６年４月２３日 

イングランド王国のストラトフォードに生まれる。 

父は毛皮商人で町長にも選ばれ、母はジェントルマンの

娘で裕福な環境のもとで育った。 

１８歳で２６歳のアン・ハサウェイと結婚。 

デビュー作「ヘンリー六世第一部」上演。 

俳優兼劇作家であると同時に、宮内大臣一座の共同所 

有者となる。 

感染症により死去。享年５２歳。 

シェイクスピアの生い立ちには不明な部分が多いが、卓 

越した人間観察眼からなる内面の心理描写など、イギリ 

ス・ルネサンスを代表する人物と評されている。 

代表作として四大悲劇「ハムレット」「マクベス」「オセロ」

「リア王」をはじめ、「ロミオとジュリエット」「ベニスの商人」

「夏の夜の夢」「ジュリアス・シーザー」など多くの傑作を残

した。 

 

 

作者は１９７２年、パリ生まれ。 

 本書の舞台はパリ。主人公はお気に入りのバッグをひったくられてしまった。そのバッグ

から金目の物を抜き取って、ひったくりはバッグを ゴミ箱付近に捨て去った。 

 これを拾った書店主が本当の所有者をあれこれ詮索しながら、残されたバッグの中身

から持ち主を探しだそうと奔走する物語。 

なんとなくミステリーじみているが、ほのかな想いが漂ってくる。 

新聞での書評では極上の大人の恋の物語としている。 

 

 

 

 

 



対人賠償保険

対物賠償保険

人身傷害補償保険
乗車中に死傷した場合に、過失割合によ
らず示談交渉を待たずに実費補償

搭乗者傷害保険 乗車中に死傷した人に対して定額補償

無保険車傷害保険
自動車事故で相手から十分な補償が受
けられない場合に

自損事故保険 電柱に衝突したなどして死傷した場合に

自分の自動
車への補償

車両保険 契約した自動車が損害を受けた場合に

自賠責保険（被害者の救済が目的）

強制加入。死亡による損害には被害者1名につき3,000万円まで。傷害による
損害には1名につき120万円まで。後遺傷害による損害にも補償がある。モノに
対しては補償しない

相手に対する
補償

運転者自身
や同乗者の
身体への補
償

自動車保険（高齢ドライバーは自分への補償も確保したい）

 

                                               

                    

 

      

     

        

                             

 
 
      
 
                      
 
                           

 

           

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらしと保険のおはなし 

 

 

【編集後記】  

コロナとの闘いは果てしなく続いているように感ずる。昨
年はコロナのため各学校の卒業式が中止されたケースも散
見された。 
 今年は各校が「密」」にならないように工夫を凝らし卒業式
を実施している模様が報道され、卒業生のはつらつとした
喜びの笑顔が映し出されている。 
 ４月は新入生や新社会人が羽ばたく季節だ。コロナを乗り
越えてすくすくと成長して欲しい。 
 オリンピックの聖火リレーもスタートする。世界平和のため
スポーツの祭典としてぜひ成功してもらいたい。 

      

「対人賠償」「対物賠償」は無制限に！ 
高齢運転者の事故の主な要因の１つと

してアクセルとブレーキの踏み間違いが
挙げられます。このような運転操作の誤
りは、衝突により相手を死亡させてしま
う、あるいは店舗に突っ込み大きな損害
を与える可能性があるため保険金額は無
制限にしておきたいものです。 
「人身傷害補償」と「弁護士費用特約」が必要な理由！ 
高齢者自身や同乗者がケガをした場合

に備える「人身傷害補償」はつけておく
と事故の過失の有無に関わらず入院や通
院の治療費などが補償されます。 
さらに歩行中や自転車に乗っている時の
自動車事故も補償が受けられます。 
高齢者は老化により判断力が低下するた
め歩行中の交通事故にも遭いやすく、横
断歩道を渡っている途中で信号が赤に変
わってしまう、あるいは左右から来る自
動車への注意が不十分になり、道路を横
断するタイミングが合わないなどのケー
スがあります。保険料を抑えるために「乗
車中のみ」を選択している場合は補償さ
れませんから注意して下さい。 
また、自動車保険には示談交渉サービ

スがついていますが損害賠償が関係する
過失があった場合のみに適用され、被害
者になった事故は適用外です。そのため
「弁護士費用特約」をつけておくと安心
です。実際には利用される率は低く、知
らないでいる場合もあります。イザとい
う時には活用しましょう。 

 
 

 

 高齢ドライバーに関係する交通事故を
耳にする機会が増えました。運転が食材
調達や病院通いなど生活の「足」になっ
ていると、車の運転をやめるというのは
難しいものです。 
加齢と運転技術の衰えの関係は個人差

がありますが、事故の加害者となるケー
スも増加しています。先月も70 代女性の
運転する車が70代夫婦を死亡させた痛ま
しい事故がありました。 
自動車保険は一度加入すると加入時の

ままの補償内容で更新する人が多いよう
です。高齢になると保険料も上がること
が多く更新時の保険料ばかりに目がいき
がちですが補償の見直しなど内容を理解
しておきましょう。 
自動車保険は図のような保険が組み合

わさっています。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

高齢ドライバーの自動車保険 

こんな時代もありました。 
今年のランドセルトレンド色は 
黒のｺﾝﾋﾞｶﾗｰ、黒、ﾌﾞﾙ  ー
赤、ﾋﾟﾝｸ、茶 
すくすくと成長して欲しい！ 

 


